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Poliuto and Les Martyrs 
Thorough comparison of the lead tenors 
Sumiharu Sekiguchi  
Abstract 
This document clarifies the distinction between the lead tenors of two operas,
Poliuto and Les Martyrs, composed by Gaetano Donizetti (1797–1848), with a 
particular focus on the comparison of vocal range. 
 Poliuto was written in 1838 for its premier at the Teatro San Carlo in Naples. 
However, the opera was banned for censorship reasons; it was held in that era that 
martyrdom of a Christian saint should not be seen on stage. Because of this trouble, 
Donizetti left Naples for Paris, where he revised and renamed Poliuto with French text 
to Les Martyrs.    
Though some changes were made, Poliuto and Les Martyrs were fundamentally the 
same opera. However, the characteristics of the lead tenors differed significantly, 
especially in the vocal range. 
A specific scene was chosen to compare the vocal range of both tenors. An objective 
was identified wherein a chart was assigned a numeric value to the vocal range in the 
lead tenor parts. In addition, the connection between melody and vocal range was 
analyzed. 
Consequently, it was revealed that there was a decisive difference in the required 
vocal ranges. It was established that tenors with different qualities were required. In 
Poliuto, tenors with a sound close to baritone are appropriate, because the highest note 
is A4 and distribution of the range centers around a midrange. On the other hand, in 
Les Martyrs, tenors with a lighter sound and who have a very wide upper range are 
appropriate because the required range reaches F5. 
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１ はじめに  
１-１ ドニゼッティの 2つのオペラ、《ポリウート》と《殉教者》 
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させ、「胸声のド Ut de poitrine」に象徴される力強い高音の響きでパリに凱旋し、聴衆を



























 《殉教者》に関しては 2014年 11月 4日に、ロンドンで Opera raraによる《殉教者》の
批判改訂版による演奏会形式の上演が行われた。この批判改訂版はフローラ・ウィルソン
Flora Wilson (生年不明)によるが、公式な出版は残念ながら現在まで確認できていない。な
お、この批判改訂版に基づく全曲録音が 2015年 4月に Opera raraより発売された。 
 本論考では、《殉教者》に関しては、1840 年に発行されたショーネンベルガー
Schonenberger のフル・スコアを複写した 1982 年ガーランド Garland 発行の版と、イーグ




創作活動の包括的な研究書として、アッシュブルックの Donizetti and his Operas (1982)と、
高橋和枝邦訳のグリエルモ・バルブラン Guglielmo Barblan (1906-78)とブルーノ・ザノリー
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ニ Bruno Zanolini (1945-)による『ガエターノ・ドニゼッティ ロマン派音楽家の生涯と作
品』Gaetano Donizetti : Vita e opere di un musicista romantico (1983)を参照した。また、上記
の《ポリウート》批判改訂版にはアッシュブルックとパーカーによる成立過程や改訂の経
緯を示した詳細な序文が付されている。 
アドルフ・ヌリの詳細な伝記がルイ・キシェラ Louis Quicherat (1799-1884)による Adolphe 
Nourrit, sa vie, son talent, son caractère, sa correspondence (1867)である。ヌリがイタリア滞在
中にパリの妻や親族、友人に送った書簡は、《ポリウート》の成立過程を知る貴重な資料で
ある。また、ヘンリー・プレザンツ Henry Pleasants (1910-2000)は、The Great Tenor Tragedy: 




ンの Les martyrs: lost and found in translation (2014)や、《殉教者》において、ドニゼッティが
フランスのグラントペラの様式をいかに吸収したかを論じたミケーレ・ジラルディMichele 






「歌唱芸術 L’art du chant」1845全訳―』(2008)、生理学的視点から声帯と喉頭の作用を論じ
た Jason Christopher Vest (生年不明)の ADOLPHE NOURRIT, GILBERT-LOUIS DUPREZ, AND 
TRANSFORMATIONS OF TENOR TECHNIQUE IN THE EARLY NINETEENTH CENTURY: 
HISTORICAL AND PHYSIOLOGICAL CONSIDERATION (2009)と、劇内容や音響、楽器の変化
と発展、フランスとイタリアの文化と言語の相違といった複数の論点から変化の要因を探
ったMicheal Lee Smith Jr.(生年不明)の Adolphe Nourrit, Gilbert Duprez, and the high C: The 
influences of operatic plots, culture, language, theater design, and growth of orchestral forces on 
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・検討箇所① 
《ポリウート》第一幕第一曲 Tu sei commoso....D'un'alma troppo fervida 











・Allegro Agitato 前奏 30小節 変ニ長調 
・レチタティーヴォ Tu sei commoso...64小節 
・Larghetto 3/8拍子 変ニ長調  
D'un'alma troppo fervida 41小節 




・Allegro vivace 前奏 31小節(11) 変ニ長調  
・レシタティフ Arrêtons nous..81小節  
・Larghetto 3/8拍子 変ニ長調  
Que l'onde salutaire 42小節(12) 
・Poco più mosso 10小節 
・レシタティフ 2小節  
・キリスト教徒とネアルクのレシタティフ及び、 










《ポリウート》第二幕第五曲 Veleno è l'aura ch'io respiro….Fu macchiato l'onor mio 
《殉教者》 第三幕第十六曲 C'est Polyeucte!...Mon seul trésor 第十七曲 Qui! J'irai 
















Veleno è l'aura ch'io respiro... 
・Allegro 4/4拍子 変イ長調  
Fu macchiato l'onor mio...ポリウートのアリア 
キリスト教徒からネアルコ逮捕の知らせを受ける  
 
・Moderato 4/4拍子 へ長調  
Sfolgorò divino raggio カバレッタ 
第十六曲 
・Larghetto 変ホ長調 4/4拍子 
C'est Polyeucte !.. ポリーヌとのレシタティフ 
・変ロ長調 6/8拍子  
Mon seul trésor  ポリュクトのロマンス 
フェリクスがネアルク捕縛を知らせる。 
第十七曲 
・変ロ長調 4/4拍子  

















































Dieuの語句が歌われる、重要な意味を持つ音符となっている(16)（譜例 2及び譜例 3(17)）。 
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独唱部分を検討する。Larghetto 3/8 拍子 変ニ長調 からなるこれらの楽曲は、変イ音か
ら一点変イ音までのオクターヴの音域で上昇と下降が繰り返される(譜例 4-a 及び 4-b)。 
 
(譜例 4-a)《ポ》Larghettoから 36-38小節の箇所 
 
 




者》でもほぼそのまま使われている。（譜例 4-b）では、イタリア語の、né più lo scuota un 












教者》では変イ音から一点変ロ音に達する（譜例 5及び 6）。 
 
（譜例 5）《ポ》Larghettoから 40-42小節のカデンツァ 
 
 
（譜例 6）《殉》Larghettoから 41-43小節までのカデンツァ 
 
ここでも声区の転換域にとどまるか超えるかの違いを確認することができる。 
 また、《殉教者》のオーケストラ・スコアでは、譜例 4-a及び、4-bに対応する Larghetto
の 38-40小節が、二点ハ音まで達する音形に書き換えられている（譜例 7）。 
 






さらに、カデンツァ後の Poco più mossoでは《ポリウート》と《殉教者》で共通して一
点変イの高音が歌われ、《ポリウート》では第一曲がそこで締めくくられるが、《殉教者》
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 《ポリウート》第五曲冒頭のレチタティーヴォでは、既に見た第一曲冒頭と一点変イ音
が一度歌われることを除けば、その音域は基本的に変わらない。旋律線としては一点ニ音
や一点ホ音が複数小節間にまたがって連続して歌われる特徴を示す（譜例 8及び 9）。 
 
（譜例 8）《ポ》第五曲 1-5小節 
 
 













（譜例 11）《ポ》第五曲 79-82小節 
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例 13及び 14）。 
 
（譜例 13）《殉》第十六曲 Cantabile 15-17小節 
 
 








































































(1) Donizetti Societyの HP(http://www.donizettisociety.com)及び、グリエルモ・バルブラン Guglielmo 
Barblan (1906-78)とブルーノ・ザノリーニ Bruno Zanolini (1945-)による『ガエターノ・ドニゼッティ 






ラン、ザノリーニ 1998: 299)。 
(4) バルブランとザノリーニはポリウートの音域の上限に言及している（バルブラン、ザノリーニ 1998: 
297）、また、アッシュブルックは《殉教者》のポリュクトが《ポリウート》のポリウートにはない高い
音域で歌うことに言及している(Ashbrook 1982: 342, 429, 433)。 
(5) 《ポルティチの唖娘 Le Muette de Portici》(1828)のマサニエッロ Masaniello、《ギョーム・テル
Guillaume Tell》(1829)のアルノール Arnord、《ユダヤの女 La Juive》の(1835)エレアザル Eléazar、《ユ
グノー教徒 Les Huguenots》(1836)のラウール Raoulなどがヌリの創唱した代表的な大役である 
(6) デュプレはパリのオデオン座で 1825 年から 3 年間歌い、大きな成功には恵まれずイタリアに活動の
場を求めた。イタリアで声質を大きく変え、1831 年にルッカでのイタリア語による《グリエルモ・テル 
Guglielmo Tell》で初めて「胸のド」を歌ったとされる。1835年には《ランメルモールのルチア Lucia di 
18 
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Lammermoor》初演のエドガルド Edgardoでも大成功を収めた(小原 2008: 2-4)。また、デュプレのパリ
帰還は大きな話題となり、1840年には、ディデ Diday (生没年不明)とペトルカン Pétrequin (生没年不明)
が『新種の歌声に関する覚書』Mémoire sur une nouvelle espe ̀ce de voix chante ́e を発表し、デュプレ
の歌声を「暗くされた声 voix sombrée」と定義する一方で、それまでの歌声を「白い声 voix blanche」








あるだろう。なお、デュプレは、自著 L’art du chant (1845)で、胸声で限界まで歌うことを求めており、
「高い」テノールにおいては、一点ニ音及びホ音を声区の転換と捉え、低い声区を「弱い胸の響き」、高
い声区を「非常に強い混じった声」と定義した。更に、一点ロ音から二点ニ音までをファルセットと区分
している（小原 2008: 26）。 
(8) ヌリはイタリアでの日々を詳細に書簡でパリの妻や親族、友人に送っていた。ポリウートの創作にま
つわる混乱と、彼の新天地での高揚した挑戦から、幻滅し衰えていく精神状態を追うことができる
(Pleasants 1993: 87-99)。 
(9) IMSLP, Petrucci Music Library にて、サン・ピエトロ・ア・マイエッラ音楽院図書館 Bibilioteca 







(12) 1小節の違いは、《殉教者》で Larghetto冒頭にオーケストラの和音が奏でられる 2小節が書き加え
られている一方で、カデンツァ前の旋律が 1小節カットされていることによる。 
(13) 1839 年 4 月 8 日の師マイルに宛てた手紙でドニゼッティは「全てのレチタティーヴォを書き直し、
新しく第一幕フィナーレを書きなおし、アリアや三重唱、バレエを加え……フランスの音楽と詩は独特の
好みを持っていて、全ての作曲家はレチタティーヴォも歌の部分もそれに従わなければなりません」と述




















(19) che indegno の語句があてられた旋律は、《殉教者》ではカットされている。また、《殉教者》では、
Roi du ciel et des anges, reçois moi dans tes bras の下線部も含めて完結した詩句が繰り返されており、
譜例 4-bでは dans tes bras の詩句はカットされている。 
(20) 録音などで確認できるポリウートの歌唱は、フランコ・コレッリ Franco Corelli (1921-2003)による
スカラ座での 1960年の上演(CBS SONY: 54DC 838/839)、ニコラ・マルティヌッチ Nicola Martinucci 





ィアン Dom Sebastian》(1843) をデュプレが創唱した。 
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